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公共施設禾Il用者の歩行動線

シミュレーションモデルの構築
一高速道路休憩施設を対象として－
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本論文は，高速道路休憩施設を対象として，その利用者の歩行動線と，歩行動線に影響を及ぼすサインなどの

情報伝達媒体や建築施設の配置との関係に着目して，利用者の歩行行動をモデル化した．まず最短経路探索や障
害物回避などを含む基本的な行動原理を仮定した．そして，この行動原理に，利用者の施設経験と，施設配置に

対する知識の程度から導出された認知レベルを考慮して，休憩施設における利用者の歩行行動原理をモデル化し
た．次に，モデルケースとして選定したサービスエリアにおける利用実態調査等を通じて収集したデータを用い
て，仮定した行動原理を検証した．そして，この行動原理に基づき，施設空間における利用者の分布を再現する
シミュレーションの構築を行うとともにその再現性を検討した．
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はじめに

駅前広場，地下街などの公共施設空間においてサ

インなどの'情報伝達媒体や建築施設の配置とデザイ

ンを計画する場合，施設利用者の安全'性．!快適‘性の

向上，施設利用の効率化，および駐車場などの併設

施設との間の利用者流動など，相互に影響を及ぼし

合う問題を考慮しなくてはならない．

本研究が対象とする高速道路休憩施設では，利用

者の増加に伴い施設の混雑が問題となっている．特

に休日や，観光シーズンのように利用者が集中する

状況では，建物内のみならず駐車場，通路において

も，歩行動線の集中や滞留の発生によってウ施設ま

での移動.しやすさ，歩行中の安全性が低下している．

このような状況を改善し，サービスをスムーズに提

供できる環境を整備するためには，トイレなどの建

築施設の配置，利用者の発生源となる駐車ますの数

や形状，および施設利用者の歩行動線などの間に存

在する関係を把握し，施設空間を総合的に検討する

必要がある．

空間を総合的に検討する方法には，現場に近い状

況を仮設して実験を行う方法も考えられるが，多大

な費用・エネルギーを費やすことになり，不可能な

場合が多い．そこで,施設空間を計算機上でシミュ

レートし，施設やサインなどの空間を構成するエレ

メントを変更した場合の影響を検討する方法が有裁
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となってくる．

そこで本研究では，そこで本研究では，高速道路休憩施設のうちサー

ビスエリア（以下SAと略記）を対象とし，施設空

間を計算機上でシミュレートする第一段階として，

利用者の歩行動線と，それに対して影響を及ぼすエ

レメントとの関係に着目することにより，利用者の

歩行行動をモデル化した．

まず歩行探索行動およびサインの視認などを扱っ

た既往研究のレビューを行い，得られた知見を整理

することにより，最短経路探索や障害物回避などを

含む基本的な行動原理を仮定した．そしてこの行動

原理に利用者の施設経験と，施設配置に対する知識

の程度から導出された認知レベルを考慮して，高速

道路休憩施設における利用者の歩行行動原理をモデ

ル化した．次に，モデルケースとして選定したサー

ビスエリアにおける利用実態調査，アンケート調査

および歩行実験を通じて収集したデータを用いて，

仮定した歩行行動原理を検証した．そして，その歩

行行動原理に基づき，施設空間における利用者の歩

行軌跡および空間分布の推移を再現するシミュレー

ションモデルの構築を行った．

2．既往研究のレビュー

高速道路SA利用者の歩行行動をモデル化するに

あたって，歩行者の注視特’性，サインの情報量と視




















